
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
明代金瓶梅資料訳注稿（その一）

Author(s)
川島, 優子

Citation
中國中世文學研究 , 71 : 66 - 77

Issue Date
2018-03-25

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00047683

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00047683


- 66 -

明
代
金
瓶
梅
資
料
訳
注
稿
（
そ
の
一
）

川

島

優

子

は
じ
め
に

『

』

『

』

金
瓶
梅

の
版
本
と
し
て
現
存
す
る
最
古
の

金
瓶
梅
詞
話

、

「

」
、

「

」
、

に
は

欣
欣
子

金
瓶
梅
詞
話
序

東
呉
弄
珠
客

金
瓶
梅
序

「

」

、

「

」

廿
公

金
瓶
梅
跋

が
見
ら
れ

う
ち
東
呉
弄
珠
客

金
瓶
梅
序

に
「
万
暦
丁
巳
季
冬
東
呉
弄
珠
客
漫
書
於
金
閶
道
中
」
と
あ
る
こ

、『

』

（

、

）

と
か
ら

金
瓶
梅
詞
話

は
万
暦
丁
巳

四
十
五
年

一
六
一
七

に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
の
弄
珠
客
の
序
に
は

金

。

「
『

瓶
梅
』
穢
書
也
。
袁
石
公
亟
稱
之
、
亦
自
寄
其
牢
騒
耳
、
非
有
取

于
『
金
瓶
梅
』
也

」
と
あ
り

『
金
瓶
梅
詞
話
』
が
刊
行
さ
れ
る

。

、

以
前
に
、
袁
石
公
す
な
わ
ち
袁
宏
道
に
よ
っ
て
、
す
で
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
袁
宏
道
を
は

じ
め
と
し
た
当
時
の
文
人
た
ち
の
記
述
の
中
に
は
『
金
瓶
梅
』
に

言
及
し
た
も
の
が
見
ら
れ

『
金
瓶
梅
』
に
は
抄
本
の
状
態
で
読
ま

、

れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
、
早
く
か
ら
袁
宏
道
の
高
い
評
価
を

得
て
い
た
こ
と
、
内
容
に
関
し
て
は
賛
否
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
資
料
を
読
み
解
く

こ
と
に
よ
っ
て

『
金
瓶
梅
』
の
成
立
、
第
一
読
者
と
も
い
う
べ
き

、

当
時
の
文
人
た
ち
の
評
価
、
刊
行
に
至
る
ま
で
の
状
況
と
い
っ
た

問
題
に
迫
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

『
金
瓶
梅
』
に
関
す
る
明

、

末
清
初
の
資
料
に
つ
い
て
、
訳
注
を
施
し
た
い
。

『
金
瓶
梅
』
に
関
す
る
明
清
の
資
料
を
集
め
た
も
の
と
し
て
、

『

』（

、

）
、

朱
一
玄
編

金
瓶
梅
資
料
匯
編

南
海
大
学
出
版
社

一
九
八
五

黄
霖
編
『
金
瓶
梅
資
料
彙
編

（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
）
等
が
あ

』

る
。
本
訳
注
は
黄
霖
編
『
金
瓶
梅
資
料
彙
編
』
を
底
本
と
し
て
用

（

）
、

、

い

一
部
句
読
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る

編
者
の
按
語
の
ほ
か

魏
子
雲
著
『
金
瓶
梅
研
究
必
読
―
明
代
金
瓶
梅
史
料
詮
釈

（
貫
雅

』

、

）
、

「

「

」

文
化
事
業
有
限
公
司

一
九
九
二

荒
木
猛

明
代
の

金
瓶
梅

史
料

（
信
大
史
学
第
二
一
号
、
一
九
九
六
）
等
の
先
行
研
究
、
お

」

よ
び
『
袁
宏
道
集
箋
校

（
銭
伯
城
箋
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

』

九
八
一
）
等
各
文
人
の
作
品
集
も
参
考
に
し
つ
つ
作
成
し
た
。

黄
霖
編
『
金
瓶
梅
資
料
彙
編
』
に
は
、
明
の
万
暦
年
間
か
ら
五

四
運
動
期
ま
で
の
約
三
百
年
に
わ
た
る
『
金
瓶
梅
』
関
係
の
主
要

資
料
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
巻
一
に
は
『
金
瓶
梅
』
各
版
本
お
よ

、

、

、

、

び
続
書

戯
曲
の
巻
首
に
付
け
ら
れ
る
序
跋

縁
起

凡
例
等
が

巻
二
に
は
清
康
熙
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
張
竹
坡
本
巻
首
の
各
編
附

、

、

、

、

論
と
各
回
前
の
回
評
が

巻
三
に
は
明

清

近
代
諸
家
の
文
集

、

『

』

、

筆
記

書
簡
中
に
お
け
る

金
瓶
梅

に
関
す
る
雑
記
や
雑
評
が
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ま
た
巻
四
に
は
『
金
瓶
梅
』
に
基
づ
く
曲
劇
の
内
容
が
、
巻
五
に

は
文
龍
批
評
本
の
回
評
お
よ
び
専
論
一
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
訳
注
は
、
巻
三
に
収
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
明
末
清
初
諸

家
の
記
述
で
あ
る
①
袁
宏
道
「
董
思
白

、
②
袁
宏
道
「
觴
政

、

」

」

③
袁
宏
道
「
与
謝
在
杭

、
④
袁
中
道
「
游
居
柿
録

、
⑤
李
日
華

」

」

「
味
水
軒
日
記

、
⑥
沈
徳
符
「
万
暦
野
獲
編

、
⑦
屠
本
峻
「
山

」

」

林
経
済
籍

、
⑧
張
岱
「
陶
庵
夢
憶

、
⑨
尺
蠖
斎
「
東
西
両
晋
演

」

」

義
序

、
⑩
張
無
咎
「
批
評
北
宋
三
遂
平
妖
伝
叙

、
⑪
笑
花
主
人

」

」

「
今
古
奇
観
序

、
⑫
崢
霄
主
人
「
魏
忠
賢
小
説
斥
奸
書
凡
例

、

」

」

⑬
薛
岡
「
天
爵
堂
筆
余

、
⑭
聴
石
居
士
「
幽
怪
詩
譚
小
引

、
⑮

」

」

夏
履
先
「
禅
真
逸
史
凡
例

、
⑯
煙
霞
外
史
「
韓
湘
子
十
二
渡
韓
昌

」

黎
全
伝
叙

、
⑰
李
漁
「
三
国
志
演
義
序

、
⑱
宋
起
鳳
「
王
弇
洲

」

」

著
作
」
を
取
り
上
げ
る
。
本
稿
は
「
そ
の
一
」
と
し
て
、
①
～
⑥

に
つ
い
て
の
訳
注
を
掲
載
す
る
。
字
体
は
常
用
字
に
改
め
、
④
、

⑥
に
つ
い
て
は
便
宜
上
分
割
し
た
。
ま
た
、
黄
霖
氏
の
按
語
や
諸

文
献
を
参
考
に
し
て
そ
の
記
事
の
執
筆
年
を
示
し
た
。

①
袁
宏
道
「
董
思
白

（
万
暦
二
十
四
年
）

」

一
月
前
、
石
簣
見
過
、
劇
譚
五
日
。
已
乃
放
舟
五
湖
、
観
七
十

二
峰
絶
勝
処
、
遊
竟
復
返
衙
斎
、
摩
霄
極
地
、
無
所
不
談
、
病
魔

為
之
少
却
、
独
恨
坐
無
思
白
兄
耳

『
金
瓶
梅
』
従
何
得
来
。
伏
枕

。

略
観
、
雲
霞
満
紙
、
勝
於
枚
生
「
七
発
」
多
矣
。
後
段
在
何
処
、

（
一
九
八
一
年
上
海
古
籍
出
版
社
『
袁

抄
竟
当
於
何
処
倒
換
。
幸
一
的
示
。

宏
道
集
箋
校
』
本
巻
六
「
錦
帆
集
之
四
―
―
尺
牘

）
」

［
語
注
］

一
五
六
八
～
一
六
一
〇
。
字
は
中
郎
、
号
は
石
公
。

○
袁
宏
道

公
安
（
現
在
の
湖
北
省
荊
州
市
）
の
人
。
万
暦
二
十
年
（
一
五
九

二
）
の
進
士
。
兄
の
宗
道
、
弟
の
中
道
と
と
も
に
三
袁
と
称
せ
ら

れ
る
。
李
卓
吾
の
思
想
的
影
響
を
受
け
、
真
情
を
発
露
す
る
こ
と

が
文
学
の
基
本
で
あ
る
と
し
、
古
文
辞
派
に
よ
る
擬
古
主
義
に
反

抗
し
て
公
安
派
の
一
派
を
開
い
た

『
明
史
』
巻
二
八
八
に
伝
が
あ

。

。

。

。

、

る

董
其
昌

一
五
五
五
～
一
六
三
六

字
は
玄
幸

○
董
思
白

号
は
思
白
、
諡
は
文
敏
。
松
江
華
亭
（
現
在
の
上
海
市
松
江
区
）

の
人
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
の
進
士
。
書
画
に
優
れ
た
才

能
を
発
揮
す
る

『
明
史
』
巻
二
八
八
に
伝
が
あ
る
。

陶

。

○
石
簣

望
齢
。
一
五
六
二
～
一
六
○
九
。
字
は
周
望
、
号
は
石
簣
。
会
稽

（
現
在
の
江
蘇
省
紹
興
市
）
の
人
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）

の
進
士
。
そ
の
著
書
『
歇
庵
集
』
巻
九
「
遊
洞
庭
山
記
」
に
は
、

袁
宏
道
を
訪
問
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「
丁
巳
抵
蘇
、
止
開
元
寺
。

、

中
郎
方
臥
疾
新
愈
、
談
於
榻
之
右
者
三
日
。
壬
戌
始
渡
胥
口
、
絶

湖
八
十
里
、
登
西
山
、
宿
包
山
寺
。
…
…
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

○
已
乃
放
舟
五
湖
…
（
以
下

『
明
史
』
巻
二
一
六
に
伝
が
あ
る
。

魏
子
雲
氏
、
荒
木
猛
氏
ほ
か
、
石
簣
と
袁
宏
道
が
共
に

一
文
）

、

「

」

五
湖
以
下
を
遊
覧
し
た
と
解
釈
す
る
が

上
述
の

遊
洞
庭
山
記

お
よ
び
袁
宏
道
の
「
陶
石
簣
兄
弟
遠
来
見
訪
、
詩
以
別
之

（

袁

」
『

宏
道
集
箋
校

（
以
下
「
箋
校
本

）
巻
三
）
か
ら
は
、
必
ず
し
も

』

」

宏
道
が
遊
覧
に
同
行
し
た
よ
う
に
は
読
め
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
は

「
方
臥
疾
新
愈
」
の
状
態
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
談
於
榻
之
右

者
三
日
」
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
観
光
を
済
ま
せ
た
石
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簣
が
袁
宏
道
の
も
と
へ
戻
っ
た
も
の
と
解
釈
す
る
。

大

○
五
湖

。

。「

」

湖
と
そ
の
周
辺
の
四
つ
の
湖

用
例
未
見

摩
霄

○
摩
霄
極
地

は
天
に
迫
る
こ
と

「
極
地
」
は
地
の
果
て
ま
で
到
達
す
る
こ
と
。

、

○
雲
霞
満

こ
こ
は
話
の
内
容
が
広
範
に
わ
た
る
こ
と
を
い
う
か
。

用
例
未
見
。
彩
雲
が
紙
面
に
広
が
る
よ
う
に
、
文
章
が
す
ば

紙ら
し
い
こ
と
を
い
う
か
。

『
文
選
』
巻
三
四

○
枚
生
「
七
発
」

所
収
の
枚
乗
「
七
発

。
病
気
に
な
っ
た
楚
の
太
子
を
見
舞
っ
た
呉

」

の
客
人
が
、
病
の
原
因
は
そ
の
贅
沢
な
暮
ら
し
ぶ
り
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
音
楽
ほ
か
六
つ
の
楽
し
み
を
述
べ
た
あ
と
、
才
知
あ

る
人
を
登
用
し
て
要
道
至
言
を
聞
く
必
要
性
を
説
く
。
話
を
聞
い

た
太
子
は
悟
り
を
得
、
病
が
す
っ
か
り
癒
え
る
、
と
い
う
内
容
。

［
訳
］

一
月
前
、
石
簣
が
来
訪
し
、
五
日
間
存
分
に
話
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
石
簣
は
五
湖
に
船
を
放
ち
、
七
十
二
峰
の
景
勝
地
を
観

光
し
、
遊
覧
が
終
わ
っ
て
ま
た
私
の
い
る
官
舎
に
戻
っ
て
き
て
く

、

、

、

れ
ま
し
た
が

天
ま
で
駆
け
上
り

地
の
果
て
を
極
め
る
ほ
ど
に

語
ら
な
い
こ
と
は
な
い
ほ
ど
で
し
た
の
で
、
私
の
病
魔
も
い
く
ぶ

ん
退
い
た
よ
う
で
す
。
思
白
兄
も
い
て
く
だ
さ
っ
た
ら
ど
ん
な
に

よ
か
っ
た
か

『
金
瓶
梅
』
は
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
し

。

ょ
う
か
。
病
床
で
ざ
っ
と
読
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
雲
霞
は
紙
に
満

ち
、
枚
乗
の
「
七
発
」
よ
り
も
は
る
か
に
勝
っ
て
い
ま
す
。
後
段

は
ど
こ
に
あ
り
、
写
し
終
わ
っ
た
ら
ど
こ
で
交
換
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
ご
指
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

②
袁
宏
道
「
觴
政
」
十
之
掌
故
（
万
暦
三
十
四
年
以
前
か
）

凡
『
六
経

『
語

『
孟
』
言
飲
式
、
皆
酒
経
也
。
其
下
則
汝

』
、

』
、

陽
王
『
甘
露
経

『
酒
譜

、
王
績
『
酒
経

、
劉
炫
『
酒
孝
経

、

』
、

』

』

』

『
貞
元
飲
略

、
竇
子
野
『
酒
譜

、
朱
翼
中
『
酒
経

、
李
保
績

』

』

』

『
北
山
酒
経

、
胡
氏
『
酔
郷
小
略

、
皇
甫
崧
『
酔
郷
日
月

、

』

』

』

侯
白

酒
律

諸
飲
流
所
著
記
伝
賦
誦
等
為
内
典

蒙
荘

離

『

』
、

。『

』
、『

騒

『
史

『
漢

『
南
北
史

『
古
今
逸
史

『
世
説

『
顔

』
、

』
、

』
、

』
、

』
、

』
、

氏
家
訓

、
陶
靖
節
、
李
、
杜
、
白
香
山
、
蘇
玉
局
、
陸
放
翁
諸
集

』

為
外
典
。
詩
余
則
柳
舍
人
、
辛
稼
軒
等
、
楽
府
則
董
解
元
、
王
実

甫
、
馬
東
籬
、
高
則
誠
等
、
伝
奇
則
『
水
滸
伝

『
金
瓶
梅
』
等

』
、

（
同
上
巻
四
八
）

為
逸
典
。
不
熟
此
典
者
、
保
面
甕
腸
、
非
飲
徒
也
。

［
語
注
］

酒
令
の
こ
と

「
一
之
吏
」
以
下
「
十
六
之
歓
具
」
ま
で

○
觴
政

。

全
十
六
条

「
掌
故
」
は
典
故
。
後
述
の
『
万
暦
野
獲
編
』
の
記
事

。

に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
記
事
は
万
暦
三
十
四
年
以
前
に
書

か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が

第
十
六
条
の
後
に
置
か
れ
る

酒

、

「

評

附
」
に
「
丁
未
夏
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
箋
校
本
は
こ
れ
を

万
暦
三
十
四
年
～
三
十
五
年
（
丁
未
）
の
作
と
す
る
。
今
、
黄
霖

氏
の
按
語
に
従
っ
て
万
暦
三
十
四
年
以
前
の
作
と
す
る
。
な
お
、

呉
敦
之
宛
の
書
簡
（
箋
校
本
巻
一
一
）
に
は
「
袁
中
郎
趣
高
而
不

飲
酒
」
と
あ
り
、
袁
宏
道
自
身
は
酒
を
飲
ま
な
か
っ
た
（
飲
め
な

か
っ
た
）
こ
と
が
窺
え
る
。

汝
陽
王
李

○
汝
陽
王
『
甘
露
経
』

璡
、
譲
皇
帝
李
憲
の
長
子
。
飲
中
八
仙
の
一
人
。
杜
甫
「
飲
中
八

仙
歌
」
は
「
汝
陽
三
斗
始
朝
天
、
道
逢
曲
車
口
流
涎
、
恨
不
移
封
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向
酒
泉

と
す
る

宋
・
陶
谷

清
異
録

巻
下

酒
漿

の

甘

」

。

『

』

「

」

「

露
経
」
の
項
に
「
汝
陽
王
璡
、
家
有
酒
法
、
号
甘
露
経
、
四
方
風

俗
、
諸
家
材
料
、
莫
不
備
具

」
と
あ
り
、
明
・
陶
宗
儀
『
説
郛
』

。

（
『

』

）

「

」

重
較
説
郛

以
下
同

巻
九
四
目
録
に
は

甘
露
経

李
璡

闕

と
あ
る
。

未
詳
。
明
・
顧
起
元
『
説
略
』
巻
二
五

○
『
酒
譜
』

「
食
憲
」
に
は
、
本
記
事
に
も
挙
げ
ら
れ
る
諸
酒
書
が
記
さ
れ
て

い
る
が

酒
譜

と
名
の
付
く
も
の
と
し
て
は

後
述
の
王
績

酒

、『

』

、

『

』
、

『

』

、

『

』

、

譜

竇
子
野

酒
譜

の
ほ
か

後
唐
・
鄭
邀
の

酒
譜

十
巻

○
王
績
『
酒
経
』

宋
・
葛
澧
の
『
酒
譜
』
一
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
。

王
績
は
酒
を
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
初
唐
の
詩
人
。
仕
官
を

望
ま
ず
郷
里
で
隠
遁
生
活
を
送
り
、
東
皋
子
と
号
す
。
唐
・
呂
才

の
「
東
皋
子
後
序
」
に
よ
れ
ば
、
王
績
は
酒
造
り
を
善
く
す
る
太

楽
署
史
焦
革
の
と
こ
ろ
へ
参
じ
、
焦
革
が
亡
く
な
る
と
『
酒
経
』

一
巻
を
著
し
て
そ
の
技
術
を
詳
し
く
記
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
酒

、

、『

』

造
り
の
始
祖
と
さ
れ
る
杜
康

儀
狄
以
来
の
名
人
を
集
め

酒
譜

一
巻
を
著
し
た
と
い
う
。
佚

『
説
郛
』
巻
九
四
目
録
は
「
北
山
酒

。

経

王
勣

闕
」
と
す
る
。

劉
炫
は
隋
の
経

○
劉
炫
『
酒
孝
経
』

学
家

『
旧
唐
書
』
経
籍
志
子
部
小
説
類
に
「
酒
孝
経

一
巻

劉
炫

。

定
撰

『
新
唐
書
』
芸
文
志
子
部
小
説
家
類
に
「
劉
炫

酒
孝
経

」
、

一
巻
」
と
あ
り

『
説
郛
』
巻
九
四
目
録
は
「
酒
孝
経

劉
炫

闕
」

、

と
す
る
。

『
説
郛
』
巻
九
四
目
録
は
「
貞
元

○
『
貞
元
飲
略
』

飲
略

竇
常

闕
」
と
す
る
。
明
・
顧
起
元
『
説
略
』
巻
二
五
「
食

○
竇
子
野
『
酒

憲
」
に
は
「
竇
常

貞
元
飲
略

三
巻
」
と
あ
る
。

竇
蘋
、
字
は
子
野
。
北
宋
の
神
宗
の
頃
の
裁
判
官
で
あ
っ

譜
』

た
と
い
う
。
中
村
喬
訳
『
中
国
の
酒
書

（
平
凡
社
、
一
九
九
一
）

』

の
解
説
に
よ
れ
ば
、
上
述
の
王
績
『
酒
譜
』
の
体
裁
に
倣
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
た
だ
し
、
北
宋
に
お
い
て
す
で
に
王
績
の

『
酒
譜
』
は
数
条
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う

。
酒
に
ま
つ
わ

）

る
人
物
、
酒
の
名
、
酒
の
種
類
、
酒
器
な
ど
、
様
々
な
項
目
に
分

○
朱
翼
中
『
酒
経
』

け
ら
れ
て
い
る

『
説
郛
』
巻
九
四
所
収
。

。

朱
肱
、
字
は
翼
中
。
北
宋
元
祐
元
年
（
一
〇
八
八
）
の
進
士
。
若

、

。

く
し
て
辞
職
し

杭
州
に
隠
居
し
て
執
筆
や
酒
の
醸
造
を
行
っ
た

『
酒
経

（

北
山
酒
経

）
に
は
、
造
酒
に
関
す
る
方
法
や
工
程

』
『

』

な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
上
巻
は
『
説
郛
』
巻
九
四
所
収
（
巻

中
、
巻
下
は
標
題
の
み

。

李
保
『
続

）

○
李
保
績
『
北
山
酒
経
』

北
山
酒
経
』
か

『
説
郛
』
巻
九
四
所
収
。
冒
頭
で
朱
翼
中
の
『
酒

。

○
胡
氏
『
酔
郷

経
』
に
言
及
さ
れ

「
醞
酒
法
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

、

明
・
顧
起
元
『
説
略
』
巻
二
五
「
食
憲
」
に
は
「
胡
節

小
略
』

『

』

還

酔
郷
小
略

五
巻

と
あ
る

未
詳

」

。

。
○
皇
甫
崧

酔
郷
日
月

唐
の
詞
人
皇
甫
松
、
字
は
子
奇
、
号
は
檀
栾
子

『
説
郛
』
巻
九

。

四
は
「
宋

皇
甫
崧
」
と
し
、
十
三
条
を
採
録
す
る
（
残
り
の
十
七

条
に
つ
い
て
は
標
題
の
み

。
顧
起
元
『
説
略
』
巻
二
五
「
食
憲
」

）

○
侯

は
「
皇
甫
崧

酒
孝
経

一
巻
、
酔
郷
日
月

三
巻
」
と
す
る
。

、

。

『

』

白

酒
律

『

』

隋
・
侯
白

字
は
君
素

宋
・
洪
邁

容
斎
四
筆

巻
九
「
藍
尾
酒
」
は
葉
少
蘊
の
『
石
林
燕
語
』
に
引
か
れ
る
本
書

の
記
事
を
挙
げ

「
侯
白
滑
稽
之
語
、
見
於
『
啓
顔
録

『
唐
・

、

』
。

芸
文
志

白
有

啓
顔
録

十
巻

雑
語

五
巻

不
聞
有

酒

』
、

『

』

、『

』

、

『

律

之
書
也

蘇
鶚

演
義

亦
引
其
説

と
し

唐
・
蘇
鶚

蘇

』

。

『

』

。
」

、

『

氏
演
義
』
巻
下
に
は

「
侯
白
字
君
素
、
魏
郡
鄴
人
。
始
挙
秀
才
、

、

隋
朝
頗
見
貴
重
、
博
聞
多
知
、
諧
謔
弁
論
、
応
対
不
窮
、
人
皆
悦
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之
。
或
買
酒
饌
、
求
其
言
論
、
必
啓
歯
発
題
、
顧
頤
而
返
、
所
在

観
之
如
市
、
越
公
甚
加
礼
重
。
文
帝
命
侍
従
以
備
顧
問
、
撰
『
酒

○
飲
流

○

律

『
笑
林

、
人
皆
伝
録

」
と
あ
る
。

酒
飲
み
。

』
、

』

。

用
例
未
見
。
酒
保
（
酒
屋
の
店
員
）
の
よ
う
な
顔
で

保
面
甕
腸

酒
甕
の
よ
う
な
腹
、
つ
ま
り
酒
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
面
を
し
て

い
る
も
の
の
、
腹
の
中
に
は
酒
し
か
入
っ
て
い
な
い
（
教
養
な
ど

詰
ま
っ
て
い
な
い

、
の
意
か
。
待
考
。

）

［
訳
］

「

」（
『

』『

』『

』『

』『

』

お
よ
そ

六
経

詩
経

書
経

礼
記

易
経

楽
記

『
春
秋

『
論
語

『
孟
子
』
の
中
で
酒
の
飲
み
方
を
述
べ
て
い

』
）

』

る
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
酒
経
（
酒
の
経
典
）
で
あ
る
。
そ
れ
に

続
く
も
の
と
し
て
、
汝
陽
王
の
『
甘
露
経

『
酒
譜

、
王
績
の

』
、

』

『
酒
経

、
劉
炫
の
『
酒
孝
経

『
貞
元
飲
略

、
竇
子
野
の
『
酒

』

』
、

』

譜

、
朱
翼
中
の
『
酒
経

、
李
保
績
の
『
北
山
酒
経

、
胡
氏
の

』

』

』

『
酔
郷
小
略

、
皇
甫
松
の
『
酔
郷
日
月

、
侯
白
の
『
酒
律
』
が

』

』

あ
り
、
こ
れ
ら
の
酒
飲
み
が
著
し
た
記
、
伝
、
賦
、
誦
な
ど
を
内

。『

』
、『

』
、『

』
、『

』
、『

』
、

典
と
す
る

荘
子

離
騒

史
記

漢
書

南
北
史

『
古
今
逸
史

『
世
説

『
顔
氏
家
訓

、
陶
靖
節
（
陶
淵
明

、

』
、

』
、

』

）

李
（
李
白

、
杜
（
杜
甫

、
白
香
山
（
白
居
易

、
蘇
玉
局
（
蘇

）

）

）

軾

、
陸
放
翁
（
陸
游
）
の
諸
集
を
外
典
と
す
る
。
詞
で
は
柳
舍
人

）
（
柳
永

、
辛
稼
軒
（
辛
棄
疾
）
等
を
、
楽
府
で
は
董
解
元
、
王
実

）

甫
、
馬
東
籬
（
馬
致
遠

、
高
則
誠
の
作
品
等
を
、
伝
奇
で
は
『
水

）

滸
伝

『
金
瓶
梅
』
等
を
逸
典
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
典
籍
に
通
じ

』
、

て
い
な
い
者
は
、
単
な
る
見
か
け
倒
し
で
あ
っ
て
、
飲
徒
と
は
い

え
な
い
。

③
袁
宏
道
「
与
謝
在
杭

（
万
暦
三
十
四
年
）

」

今
春
謝
胖
来
、
念
仁
兄
不
置
。
胖
落
寞
甚
、
而
酒
肉
量
不
減
。

持
数
刺
謁
貴
人
、
皆
不
納
、
此
時
想
已
南
。
仁
兄
近
況
何
似

『
金

。

』

、

。

、

、

瓶
梅

料
已
成
誦

何
久
不
見
還
也

弟
山
中
差
楽

今
不
得
已

亦
当
出
、
不
知
佳
晤
何
時
。
葡
萄
社
光
景
、
便
已
八
年
、
歓
場
数

（
同

人
如
雲
逐
海
風
、
倏
爾
天
末
、
亦
有
化
為
異
物
者
、
可
感
也
。

上
巻
五
五
「
未
編
稿
之
三
―
―
詩
、
尺
牘

）
」

［
語
注
］

謝
肇
淛
。
一
五
六
七
～
一
六
二
四
。
字
は
在
杭
、
号

○
謝
在
杭

は
小
草
斎
。
長
楽
（
現
在
の
福
建
省
福
州
市
）
の
人
。
万
暦
二
十

（

）

。『

』

、

年

一
五
九
二

の
進
士

五
雑
組

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ

ま
た
そ
の
『
小
草
斎
文
集
』
巻
二
四
に
は
「
金
瓶
梅
跋
」
が
収
め

ら
れ
る

『
明
史
』
巻
二
八
六
に
伝
が
あ
る
。

箋
校
本
は

。

○
謝
胖

袁
中
道
の
こ
と
と
す
る
が
、
黄
霖
著
『
金
瓶
梅
漫
話

（
学
林
出
版

』

、

）

（

）

社

一
九
八
六

は
謝
于
楚

袁
宏
道
や
謝
肇
淛
ら
の
文
学
仲
間

と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。
謝
于
楚
は
歙
県
（
現
在
の
安
徽
省
黄
山

市
）
の
人
。
袁
宏
道
の
詩
に
も
た
び
た
び
登
場
し
、
同
三
十
四
年

に
作
ら
れ
た
「
謝
于
楚
由
川
入
楚
、
将
東
帰
歙
復
北
上
、
有
姫
在

燕
也

（
箋
校
本
巻
三
四
）
に
は
「
世
態
飽
経
鹹
苦
尽
、
争
如
帰
臥

」

○
弟
山

酒
罏
間
」
と
あ
り
、
そ
の
失
意
の
人
生
が
窺
い
知
れ
る
。

故
郷
で
隠
居
生
活
を
送
っ
て
い
た
袁

中
差
楽
…
（
以
下
一
文
）

宏
道
が
、
万
暦
三
十
四
年
に
再
び
上
京
し
て
官
途
に
就
く
こ
と
を

。「

」

「
（

）

」

い
う

差
楽

は

都
で
の
生
活
に
比
べ
て

平
穏
で
楽
し
い
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の
意
。
唐
・
李
商
隠
「
李
賀
小
伝
」
に
「
天
上
差
楽
、
不
苦
也

」。

と
あ
る
。

万
暦
二
十
七
年
の
夏
、
北
京
の
崇
国

○
葡
萄
社
光
景

寺
の
葡
萄
園
で
酒
を
飲
み
交
わ
し
学
問
を
論
じ
た
こ
と
（

崇
国
寺

「

葡
萄
園
集
黄
平
倩
、
鐘
君
威
、
謝
在
杭
、
方
子
公
、
伯
修
、
小
修

劇
飲

（
同
上
巻
一
五
）
参
照
）
を
指
す
。

」

［
訳
］

今
春
、
謝
の
デ
ブ
が
や
っ
て
き
て
、
貴
兄
を
し
き
り
に
懐
か
し

ん
で
お
り
ま
し
た
。
デ
ブ
は
失
意
の
う
ち
に
お
り
ま
し
た
が
、
酒

肉
の
量
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
く
つ
か
名
刺
を
持
っ
て

貴
人
に
面
会
し
た
も
の
の
、
誰
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
も
う
や

め
に
し
て
南
に
帰
ろ
う
と
考
え
た
よ
う
で
す
。
貴
兄
は
近
頃
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か

『
金
瓶
梅
』
は
す
で
に
熟
読
さ
れ
た
こ
と
と

。

思
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
長
ら
く
返
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
故
郷
で
は
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
も
の
の
、
や

む
な
く
ま
た
山
を
出
よ
う
と
し
て
お
り
、
次
に
お
目
に
か
か
れ
る

の
は
い
つ
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
葡
萄
園
で
の
あ
の
日
か
ら

す
で
に
八
年
も
経
っ
て
し
ま
い
、
一
緒
に
楽
し
ん
だ
者
の
う
ち
数

名
は
、
雲
が
海
風
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
天
の

果
て
ま
で
行
っ
て
し
ま
い
戻
ら
ぬ
者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

感
慨
深
い
も
の
で
す
。

④
袁
中
道
『
遊
居
柿
録

（
一

（
万
暦
四
十
二
年
）

』

）

袁
無
涯
来
、
以
新
刻
卓
吾
批
点
『
水
滸
伝
』
見
遺
。
予
病
中
草

草
視
之
。
記
万
暦
壬
辰
夏
中
、
李
龍
湖
方
居
武
昌
朱
邸
。
予
往
訪

之
、
正
命
僧
常
志
抄
写
此
書
、
逐
字
批
点
。
常
志
者
、
乃
趙
濲
陽

門
下
一
書
吏
、
後
出
家
、
礼
無
念
為
師
、
龍
湖
悦
其
善
書
、
以
為

侍
者
。
常
称
其
有
志
、
数
加
賛
嘆
鼓
舞
之
、
使
抄
『
水
滸
伝

。
』

『

』

、

、

毎
見
龍
湖
称
説

水
滸

諸
人
為
豪
傑

且
以
魯
智
深
為
真
修
行

而
笑
不
吃
狗
肉
諸
長
老
為
迂
腐
、
一
一
作
実
法
会
。
初
尚
恂
恂
不

覚
、
久
之
、
与
其
儕
伍
有
小
忿
、
遂
欲
放
火
焼
屋
。
龍
湖
聞
之
大

、

、

、「

、

。

駭

微
数
之

即
嘆
曰

李
老
子

不
如
五
台
山
智
真
長
老
遠
矣

智
真
長
老
能
容
魯
智
深
、
老
子
独
不
能
容
我
乎

」
時
時
欲
学
智
深

。

行
径
。
龍
湖
性
褊
多
嗔
、
見
其
如
此
、
恨
甚
、
乃
令
人
往
麻
城
楊

鳳
里
至
右
轄
処
、
乞
一
郵
符
、
押
送
之
帰
湖
上
。
道
中
見
郵
卒
牽

馬
少
遅
、
怒
目
大
罵
曰

「
汝
有
幾
顆
頭

」
其
可
笑
如
此
。
後
龍

、

。

、

、

、

。

湖
悪
之
甚

遂
不
能
安
於
湖
上

北
走
長
安

竟
流
落
不
振
以
死

痴
人
前
不
得
説
夢
、
此
其
一
徴
也
。
今
日
偶
見
此
書
、
諸
処
与
昔

無
大
異
、
稍
有
増
加
耳
。
大
都
此
等
書
、
是
天
地
間
一
種
閑
花
野

草
、
即
不
可
無
、
然
過
為
尊
栄
、
可
以
不
必
。

［
語
注
］

。

。

。

○
袁
中
道

一
五
七
〇
～
一
六
二
三

字
は
小
修

袁
宏
道
の
弟

万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
の
進
士
。
李
卓
吾
の
思
想
的
影
響

を
受
け
、
兄
と
と
も
に
公
安
派
を
リ
ー
ド
す
る

『
明
史
』
巻
二
八

。

八
に
伝
が
あ
る
。

袁
中
道
の
日
記
で
、
万
暦
三
十

○
遊
居
柿
録

六
年
十
月
か
ら
同
四
十
六
年
十
一
月
ま
で
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
本
記
事
は
巻
九
の
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
七
～
八

月
に
見
ら
れ
る
。

蘇
州
の
書
坊
書
種
堂
の
主
人
。
百

○
袁
無
涯

二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
伝
』
や
袁
氏
三
兄
弟
の
詩
集
な
ど
を
刊

行
し
て
い
る
。

袁
無
涯
刊
百
二
十
回

○
卓
吾
批
点
『
水
滸
伝
』
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本
『
忠
義
水
滸
全
伝
』
の
こ
と
。

李
贄
。
一
五
二
七

○
李
龍
湖

～
一
六
〇
二
。
字
は
卓
吾
、
号
は
龍
湖
叟
等
。
泉
州
（
現
在
の
福

建
省
泉
州
市
）
の
人
。
二
十
六
歳
で
挙
人
と
な
っ
て
地
方
官
を
歴

任
し
、
引
退
後
は
、
麻
城
（
現
在
の
湖
北
省
麻
城
市
）
の
芝
仏
院

で
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
過
激
な
言
動
ゆ
え
に
投
獄
さ
れ
、
獄
中

で
自
殺
を
す
る
。
三
袁
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
陽
明
学
の
「
良

知
」
を
発
展
さ
せ
た
童
心
説
は
、
公
安
派
の
性
霊
説
へ
と
受
け
継

が
れ
る
。

趙
志
皋
。
一
五
二
四
～
一
六
〇
一
。
字
は

○
趙
濲
陽

汝
邁
、
号
は
濲
陽
。
蘭
渓
（
現
在
の
浙
江
省
蘭
渓
市
）
の
人
。
隆

慶
二
年
（
一
五
六
八
）
の
進
士
。
万
暦
二
十
年
に
は
内
閣
首
輔
と

な
る

『
明
史
』
巻
二
一
九
に
伝
が
あ
る
。

一
五
四
四
～

。

○
無
念

一
六
二
七
。
名
は
深
有
、
別
号
は
西
影
。
麻
城
の
人
。
十
六
歳
で

出
家
し
、
各
地
を
行
脚
し
た
後
、
芝
仏
院
に
身
を
置
く
。
李
卓
吾

や
袁
氏
兄
弟
と
も
交
友
が
あ
る
。

魯
智
深
が

○
遂
欲
放
火
焼
屋

（
『

』

）
。

瓦
罐
寺
に
火
を
放
つ
こ
と
を
踏
ま
え
る
か

水
滸
伝

第
六
回

楊
定
見
。
彼
の
手
に
な
る
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸

○
楊
鳳
里

』

、

、

全
伝

の
小
引
に
よ
れ
ば

李
卓
吾
の
門
人
で
あ
っ
た
楊
定
見
は

卓
吾
の
没
後
、
そ
の
批
評
が
付
さ
れ
た
『
水
滸
伝
』
を
袁
無
涯
に

渡
し
、
刊
行
に
至
っ
た
と
い
う
。

省
の
司
法
長
官
か
。

○
右
轄

（

「

」

）

、「

「

」
、

箋
校
本

巻
五

家
報

の
箋

は

明
人
称
布
政
使
為

左
轄

按
察
使
為
「
右
轄

」
と
す
る
。

お
ま
え
に
は

」
。

○
汝
有
幾
顆
頭

頭
が
い
く
つ
あ
る
の
か
（
そ
の
頭
を
か
ち
割
る
ぞ

『
水
滸
伝
』

）
。

で
は
大
胆
不
敵
な
行
動
を
す
る
人
間
に
類
似
の
表
現
が
用
い
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
林
冲
を
護
送
す
る
役
人
に
対
し
て
「
下
手
な
手

出
し
を
し
た
ら
お
前
た
ち
の
頭
を
か
ち
割
る
ぞ
」
と
魯
智
深
が
脅

す
場
面
を
踏
ま
え
る
か
（

水
滸
伝
』
第
九
回

。

『

）

［
訳
］

袁
無
涯
が
来
て
、
新
刻
の
卓
吾
批
点
『
水
滸
伝
』
を
く
れ
た
の

で
、
病
床
で
ざ
っ
と
見
て
み
た
。
思
い
返
せ
ば
、
あ
れ
は
万
暦
壬

辰
（
万
暦
二
十
年
、
一
五
九
二
）
の
夏
、
李
龍
湖
が
武
昌
の
朱
邸

に
居
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
が
訪
ね
て
行
く
と
、
龍
湖
は
ち
ょ

（
『

』
）

、

う
ど
常
志
と
い
う
僧
に
命
じ
て
こ
の
書

水
滸
伝

を
写
さ
せ

一
字
一
字
批
点
を
付
け
て
い
た
。
常
志
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と

趙
濲
陽
の
門
下
で
書
吏
を
し
て
い
た
が
、
後
に
出
家
し
て
無
念
に

弟
子
入
り
し
た
者
だ
。
龍
湖
は
彼
が
書
を
善
く
す
る
の
を
気
に
入

っ
て
侍
者
と
し
た
。
彼
に
志
が
あ
る
こ
と
を
称
え
、
折
に
触
れ
て

『

』

。

、

は
褒
め
励
ま
し
て

水
滸
伝

を
写
さ
せ
て
い
た
の
だ

龍
湖
が

『
水
滸
伝
』
の
人
物
を
豪
傑
で
あ
る
と
褒
め
称
え
、
し
か
も
魯
智

深
を
真
の
修
行
者
だ
と
し
て
、
狗
肉
を
食
わ
な
い
長
老
た
ち
を
堅

物
だ
と
笑
う
の
を
目
に
し
て
い
た
の
で
、
常
志
は
物
語
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
真
に
受
け
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
。
初
め
は
ま
だ
慎
み
深

く
し
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
仲
間
た
ち
と
い
さ
か
い
を

お
こ
し
、
火
を
放
っ
て
建
物
を
焼
こ
う
と
し
た
。
龍
湖
が
そ
の
こ

と
を
聞
い
て
大
い
に
驚
き
、
い
く
ら
か
注
意
を
し
た
と
こ
ろ
、
常

志
は
「
李
老
子
は
、
五
台
山
の
智
真
長
老
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん

な
。
智
真
長
老
は
魯
智
深
を
許
す
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
老
子
と

き
た
ら
私
を
許
せ
な
い
の
で
す
か
ら
ね

」
と
嘆
い
た
。
そ
う
し
て

。

。

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
智
深
の
ふ
る
ま
い
を
真
似
よ
う
と
す
る
の
だ
っ
た

龍
湖
は
度
量
が
狭
く
か
っ
と
な
る
性
質
だ
っ
た
の
で
、
常
志
の
こ

う
し
た
さ
ま
を
見
る
と
、
た
い
へ
ん
腹
を
立
て
、
人
を
麻
城
の
楊
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鳳
里
の
と
こ
ろ
へ
遣
っ
て
、
右
轄
処
に
行
っ
て
宿
場
の
使
用
許
可

書
を
求
め
さ
せ
、
常
志
を
護
送
し
て
湖
上
（
麻
城
）
に
帰
そ
う
と

。

、

、

し
た

道
中

宿
場
の
役
人
が
馬
を
牽
く
の
が
少
し
遅
い
だ
け
で

目
を
怒
ら
せ
て
「
お
ま
え
に
は
い
く
つ
頭
が
あ
る
ん
だ
（
お
ま
え

の
頭
を
か
ち
割
る
ぞ

」
と
大
い
に
罵
っ
た
。
そ
の
滑
稽
な
こ
と

）
。

と
い
っ
た
ら
こ
の
よ
う
な
有
り
様
で
あ
っ
た
。
後
に
龍
湖
は
彼
を

た
い
へ
ん
嫌
い
、
常
志
は
と
う
と
う
湖
上
に
お
れ
な
く
な
っ
て
北

の
か
た
長
安
に
逃
れ
、
つ
い
に
は
落
ち
ぶ
れ
て
そ
の
ま
ま
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
痴
人
の
前
で
夢
を
語
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
い

い
例
で
あ
る
。
今
日
た
ま
た
ま
こ
の
書
を
目
に
し
た
が
、
昔
と
大

き
く
変
わ
っ
て
は
お
ら
ず
、
や
や
増
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
け
だ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
書
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
天
地
の
間
の
あ
る

種
の
徒
花
や
野
草
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
無
い
と
困
る
が
、

あ
ま
り
に
持
ち
上
げ
る
必
要
も
な
い
。

④
袁
中
道
『
遊
居
柿
録

（
二
）

』

往
晤
董
太
史
思
白
、
共
説
諸
小
説
之
佳
者
、
思
白
曰

「
今
有
一

、

小
説
、
名
『
金
瓶
梅

、
極
佳

」
予
私
識
之
。
後
従
中
郎
真
州
、

』

。

見
此
書
之
半
、
大
約
摸
写
児
女
情
態
具
備
、
乃
従
『
水
滸
伝
』
潘

金
蓮
演
出
一
支
。
所
云
「
金
」
者
、
即
金
蓮
也

「
瓶
」
者
、
李
瓶

、

児
也

「
梅
」
者
、
春
梅
婢
也
。
旧
時
京
師
、
有
一
西
門
千
戸
、
延

、

一
紹
興
老
儒
於
家
。
老
儒
無
事
、
逐
日
記
其
家
淫
蕩
風
月
之
事
、

以
門
慶
影
其
主
人
、
以
余
影
其
諸
姫
、
瑣
砕
中
有
無
限
煙
波
、
亦

非
慧
人
不
能
。
追
憶
思
白
言
及
此
書
曰

「
決
当
焚
之

」
以
今
思

、

。

之
、
不
必
焚
、
不
必
崇
、
聴
之
而
已
。
焚
之
亦
自
有
存
之
者
、
非

人
之
力
所
能
消
除
。
但
『
水
滸
』
崇
之
則
誨
盗
、
此
書
誨
淫
、
有

（
一
九
三
五
年

名
教
之
思
者
、
何
必
務
為
新
奇
、
以
驚
愚
而
蠹
俗
乎
。

九
月
上
海
雑
誌
公
司
出
版
『
中
国
文
学
珍
本
叢
書
』
本
『
遊
居
柿
録

）
』

［
語
注
］

『
游
居
柿
録
』
巻
三
の
記
事

○
後
従
中
郎
真
州
、
見
此
書
之
半

に
よ
れ
ば
、
中
道
が
真
州
に
滞
在
し
て
い
た
の
は
万
暦
二
十
五
年

か
ら
二
十
六
年
に
か
け
て
の
こ
と
。

武
官
名
。
衛
所
に

○
千
戸

設
け
ら
れ
た
千
戸
所
の
長
。

［
訳
］

か
つ
て
董
太
史
思
白
に
会
っ
た
際
、
小
説
の
中
の
で
き
の
よ
い

も
の
に
つ
い
て
評
論
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
思
白
は
「
近

頃
『
金
瓶
梅
』
と
い
う
小
説
が
あ
っ
て
、
極
め
て
よ
い
で
き
だ

」。

と
言
っ
た
。
私
も
ひ
そ
か
に
こ
の
小
説
を
知
っ
て
い
た
。
後
に
真

州
（
現
在
の
江
蘇
省
儀
征
市
）
の
中
郎
（
兄
袁
宏
道
）
の
と
こ
ろ

で
こ
の
書
の
半
分
を
見
た
が
、
大
半
は
女
性
の
姿
や
情
を
つ
ぶ
さ

に
写
し
取
っ
た
も
の
で

『
水
滸
伝
』
の
潘
金
蓮
の
く
だ
り
か
ら
で

、
。「

」

、「

」

き
た
も
の
で
あ
っ
た

金

と
い
う
の
は
金
蓮
の
こ
と
で

瓶

と
は
す
な
わ
ち
李
瓶
児
の
こ
と

「
梅
」
と
は
下
女
の
春
梅
の
こ
と

、

で
あ
る
。
昔
み
や
こ
に
、
西
門
と
い
う
千
戸
が
お
り
、
あ
る
紹
興

の
老
儒
を
家
に
招
い
た
。
老
儒
は
暇
に
任
せ
、
日
々
そ
の
家
で
行

わ
れ
て
い
た
淫
蕩
た
る
色
事
に
つ
い
て
記
し
た
。
西
門
慶
に
そ
の

主
人
を
投
影
し
、
そ
の
他
の
女
性
た
ち
に
そ
の
妾
た
ち
を
投
影
し

た
の
だ
が
、
細
々
と
し
た
描
写
の
中
に
も
尽
き
る
こ
と
な
い
起
伏

が
あ
り
、
聡
明
な
人
に
し
か
書
き
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
思
白
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は
こ
の
書
に
つ
い
て
「
絶
対
に
焼
い
て
し
ま
う
べ
き
だ

」
と
言
っ

。

て
い
た
。
今
こ
れ
を
思
う
に
、
必
ず
し
も
焼
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
な
く
、
必
ず
し
も
あ
が
め
る
べ
き
で
も
な
く
、
成
り
行

き
に
任
せ
る
だ
け
で
い
い
。
焼
い
た
と
こ
ろ
で
残
し
て
お
く
者
は

出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
人
間
の
力
で
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
『
水
滸
伝
』
を
尊
ぶ
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
盗

を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
書
で
あ
れ
ば
淫
を
教
え
る
こ
と
に

な
る
。
名
教
の
考
え
を
持
つ
人
が
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
書
を
新
奇
な

も
の
と
し
て
、
世
の
愚
者
た
ち
を
驚
か
し
て
だ
め
に
し
な
く
て
も

よ
い
で
は
な
い
か
。

⑤
李
日
華
『
味
水
軒
日
記

（
万
暦
四
十
三
年
）

』

五
日
、
伯
遠
携
其
伯
景
倩
所
蔵
『
金
瓶
梅
』
小
説
来
、
大
抵
市

諢
之
極
穢
者
、
而
鋒
焔
遠
遜
『
水
滸
伝

。
袁
中
郎
極
口
賛
之
、
亦

』

（
劉
氏
嘉
業
堂
刊
明
李
日
華
『
味
水
軒
日
記
』
巻
七
）

好
奇
之
過
。

［
語
注
］

一
五
六
五
～
一
六
三
五
。
字
は
君
実
、
号
は
竹
懶
、

○
李
日
華

九
疑

嘉
興

現
在
の
浙
江
省
嘉
興
市

の
人

万
暦
二
十
年

一

。

（

）

。

（

五
九
二
）
の
進
士
で
、
袁
宏
道
と
は
同
年
。
書
画
の
才
能
に
も
恵

○
『
味
水
軒
日
記
』

ま
れ
る

『
明
史
』
巻
二
八
八
に
伝
が
あ
る
。

。

○
伯

万
暦
三
十
七
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
の
日
記
。
全
八
巻
。

沈
大
詹
。
沈
徳
符
の
甥
で
、
李
日
華
に
と
っ
て
は
娘
の
婿
で

遠も
あ
る
。
日
記
中
に
た
び
た
び
登
場
し
、
李
日
華
に
書
画
の
鑑
定

を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

沈
徳
符
の
こ
と
。
後
出
。

○
景
倩

［
訳
］

（
十
一
月
）
五
日
、
沈
伯
遠
が
伯
父
の
景
倩
（
沈
徳
符
）
が
所

蔵
す
る
『
金
瓶
梅
』
な
る
小
説
を
携
え
て
き
た
が
、
お
お
む
ね
市

井
の
滑
稽
譚
の
極
め
て
み
だ
ら
な
も
の
で
、
筆
鋒
は
『
水
滸
伝
』

に
遙
か
に
及
ば
な
い
。
袁
中
郎
が
こ
れ
を
絶
賛
し
て
い
る
が
、
も

の
好
き
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。

⑥
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲
編

（
一

（
万
暦
四
十
七
年
頃
か
）

』

）

袁
中
郎
『
觴
政
』
以
『
金
瓶
梅
』
配
『
水
滸
伝
』
為
外
典
、
予

恨
未
得
見
。
丙
午
、
遇
中
郎
京
邸
、
問
曽
有
全
帙
否
。
曰
、
第
睹

数
巻
、
甚
奇
快
。
今
惟
麻
城
劉
涎
白
承
禧
家
有
全
本
、
蓋
従
其
妻

家
徐
文
貞
録
得
者
。
又
三
年
、
小
修
上
公
車
、
已
携
有
其
書
、
因

。

、

。

与
借
抄
挈
帰

呉
友
馮
猶
龍
見
之
驚
喜

慫
恿
書
坊
以
重
価
購
刻

馬
仲
良
時
榷
呉
関
、
亦
勧
予
応
梓
人
之
求
、
可
以
療
飢
。

［
語
注
］

一
五
七
八
～
一
六
四
二
。
字
は
景
倩
、
景
伯
。
万
暦

○
沈
徳
符

四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
に
挙
人
と
な
る
が
、
翌
年
の
会
試
に
落

第
し
、
郷
里
の
嘉
興
で
『
万
暦
野
獲
編
』
を
著
す
。
曽
祖
父
（
沈

謐
、
嘉
靖
八
年
の
進
士

、
祖
父
（
沈
啓
原
、
嘉
靖
三
十
八
年
の
進

）

士

、
父
（
沈
自
邠
、
万
暦
五
年
の
進
士
）
の
影
響
を
受
け
、
ま
た

）

○
万
暦

彼
ら
の
収
集
し
た
膨
大
な
蔵
書
の
中
で
知
識
を
増
や
す
。

沈
徳
符
自
身
が
耳
に
し
た
故
実
や
雑
文
を
記
録
し
た
書

野
獲
編

物
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
初
編
二
十
編
は
万
暦
三
十
四
年
、
続
十
編

は
万
暦
四
十
七
年
に
完
成
し
た
と
み
ら
れ
る
（
刊
行
さ
れ
た
の
は
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沈
徳
符
の
没
後

。

劉
承
禧
。
生
没
年
不
詳
。
字

）

○
劉
涎
白
承
禧

○

は
延
白
。
麻
城
の
人
。
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
武
進
士
。

徐
階
。
一
五
〇
三
～
一
五
八
三
。
字
は
子
升
、
号
は
存

徐
文
貞

斎
、
諡
は
文
貞
。
松
江
華
亭
の
人
。
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
の

進
士
で
内
閣
大
学
士
と
し
て
長
き
に
亘
り
政
治
を
主
導
す
る
。
後

述
の
厳
嵩
は
政
敵

「
其
妻
」
は
徐
文
貞
の
孫
で
あ
る
徐
元
春
の
娘

。

を
指
す

『
明
史
』
巻
二
一
三
に
伝
が
あ
る
。
劉
承
禧
お
よ
び
徐
文

。

、

『
「

」

』（

、

貞
に
つ
い
て
は

小
松
謙

四
大
奇
書

の
研
究

汲
古
書
院

二
〇
一
〇
）
に
詳
し
い
。

一
五
七
四
～
一
六
四
六
。

○
馮
猶
龍

字
は
猶
龍
、
子
猶
。
蘇
州
の
人

「
三
言
」
や
「
山
歌
」
と
い
っ
た

。

俗
文
学
の
編
纂
や
刊
行
に
多
く
携
わ
る
。

馬
之
駿
。

○
馬
仲
良

一
五
七
八
～
一
六
一
七
。
冲
良
は
字
。
新
野
（
現
在
の
河
南
省
南

陽
市
）
の
人
。
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の
進
士
。
蘇
州
の

税
関
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
万
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
の
こ

と
。

［
訳
］

袁
中
郎
の
『
觴
政
』
は

『
金
瓶
梅
』
を
『
水
滸
伝
』
と
並
べ
て

、

、

。

外
典
と
し
て
い
る
が

私
は
残
念
な
こ
と
に
ま
だ
読
め
ず
に
い
た

丙
午
（
万
暦
三
十
四
年
、
一
六
〇
六

、
都
の
屋
敷
で
中
郎
に
遇
っ

）

た
際
、
全
巻
を
持
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
た
。
中
郎
は
「
数
巻
を
見

た
だ
け
だ
が
、
と
て
も
新
奇
で
お
も
し
ろ
い
。
今
、
完
本
が
あ
る

の
は
麻
城
の
劉
承
禧
の
家
だ
け
だ
が
、
お
そ
ら
く
妻
の
実
家
で
あ

る
徐
文
貞
の
と
こ
ろ
か
ら
写
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

」
と
言
っ
た
。

。

そ
れ
か
ら
三
年
後
、
小
修
（
袁
中
道
）
が
進
士
の
試
験
を
受
け
に

上
京
し
た
際
に
は
そ
の
書
を
携
え
て
い
た
の
で
、
借
り
て
写
し
持

ち
帰
っ
た
。
呉
の
友
人
馮
猶
龍
（
馮
夢
龍
）
が
こ
れ
を
見
て
驚
喜

し
、
高
値
で
買
い
取
っ
て
出
版
す
る
よ
う
書
坊
に
勧
め
た
。
当
時

馬
仲
良
が
呉
の
税
関
に
勤
め
て
い
た
が
、
彼
も
ま
た
私
に
、
書
肆

。

の
求
め
に
応
じ
て
人
々
の
欲
求
を
満
た
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
た

⑥
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲
編

（
二
）

』

予
曰
、
此
等
書
必
逐
有
人
板
行
、
但
一
刻
則
家
伝
戸
到
、
壊
人

心
術
、
他
日
閻
羅
究
詰
始
禍
、
何
辞
置
対
、
吾
豈
以
刀
錐
博
泥
犁

哉
。
仲
良
大
以
為
然
、
逐
固
篋
之
。
未
幾
時
、
而
呉
中
懸
之
国
門

矣
。
然
原
本
実
少
五
十
三
回
至
五
十
七
回
、
遍
覓
不
得
、
有
陋
儒

補
以
入
刻
、
無
論
膚
浅
鄙
俚
、
時
作
呉
語
、
即
前
後
血
脈
、
亦
絶

不
貫
串
、
一
見
知
其
贋
作
矣
。
聞
此
為
嘉
靖
間
大
名
士
手
筆
、
指

斥
時
事
、
如
蔡
京
父
子
則
指
分
宜
、
林
霊
素
則
指
陶
仲
文
、
朱
勔

則
指
陸
炳
、
其
他
各
有
所
属
云
。

［
語
注
］

わ
ず
か
な
利
益
と
引
き
替
え
に
地
獄
に
落
ち

○
以
刀
錐
博
泥
犁

る

「
刀
錐
」
は
刀
と
錐
、
ご
く
わ
ず
か
な
利
益
の
た
と
え

「
泥

。

。

犁
」
は
地
獄
を
指
す
。

書
物
が
出
版
さ
れ
る
。
謝

○
懸
之
国
門

肇
淛

五
雑
組

巻
一
三

事
部

に

史
記

者

子
長
仿

春

『

』

「

」

「
『

』

、

『

秋
』
而
為
之
、
乃
私
家
之
書
、
蔵
之
名
山
而
非
懸
之
国
門
者
也

」。

。

。

、

と
あ
る

蔡
京
と
そ
の
長
子
蔡
攸
の
こ
と

蔡
京

○
蔡
京
父
子

一
〇
四
七
～
一
一
二
六
。
字
は
元
長
。
仙
游
（
現
在
の
福
建
省
莆

田
市
）
の
人
。
の
べ
十
六
年
に
亘
っ
て
宰
相
を
務
め
、
宦
官
の
童

貫
ら
と
結
託
し
て
権
勢
を
振
る
う
。
長
男
の
蔡
攸
、
一
〇
七
七
～
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一
一
二
六
。
字
は
居
安
。
北
宋
末
期
の
宰
相
。
早
く
か
ら
徽
宋
の

信
厚
く
、
次
の
欽
宗
が
即
位
す
る
と
、
蔡
攸
は
父
や
童
貫
ら
と
と

も
に
海
南
島
に
流
さ
れ
、
死
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
父
子
と
も
に
『
宋

史
』
巻
四
七
二
「
姦
臣
」
に
伝
が
あ
る
。

厳
嵩
、
一
四

○
分
宜

八
〇
～
一
五
六
七
。
字
は
惟
中
、
号
は
介
渓
。
分
宜
（
現
在
の
江

西
省
新
余
市
）
の
人
。
弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
の
進
士
。
青

詞
が
た
く
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
道
教
に
熱
中
し
て
い
た
嘉
靖
帝
の

信
を
得
、
長
き
に
亘
っ
て
内
閣
大
学
士
、
内
閣
首
輔
を
務
め
る
。

嘉
靖
帝
が
朝
議
を
放
棄
し
て
以
降
は
政
治
を
専
断
し
、
息
子
の
厳

世
蕃
と
と
も
に
権
勢
を
誇
っ
た
が
、
晩
年
、
嘉
靖
帝
が
同
じ
く
青

詞
に
通
じ
る
徐
階
を
信
任
す
る
に
及
ん
で
、
弾
劾
さ
れ
る
こ
と
と

○
林
霊
素

な
る

『
明
史
』
巻
三
〇
八
「
奸
臣
」
に
伝
が
あ
る
。

。

生
没
年
不
詳
。
北
宋
の
道
士
。
温
州
（
現
在
の
浙
江
省
温
州
市
）

の
人
。
徽
宗
に
気
に
入
ら
れ
、
仏
教
弾
圧
事
件
を
引
き
起
こ
し
た

中
心
人
物
と
さ
れ
る
。

一
四
七
五
～
一
五
六
〇
。
明

○
陶
仲
文

の
道
士
。
黄
岡
（
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
市
）
の
人
。
神
仙
方
術
に

長
じ
、
邵
元
節
に
推
挙
さ
れ
て
政
界
入
り
し
、
嘉
靖
帝
の
寵
を
得

る

『
明
史
』
巻
三
〇
七
「
佞
倖
」
に
伝
が
あ
る
。

一
〇

。

○
朱
勔

七
五
～
一
一
二
六
。
北
宋
の
重
臣
。
蘇
州
の
人

「
花
園
子
」
と
も

。

号
さ
れ
る
ほ
ど
造
園
を
善
く
し
、
珍
木
や
奇
石
を
好
ん
だ
徽
宋
皇

帝
の
寵
愛
を
受
け
た
。
し
か
し
そ
の
強
引
な
花
石
の
調
達
が
民
衆

、

。『

』

の
怒
り
を
買
い

方
臘
の
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る

宋
史

巻
四
七
〇
「
佞
倖
」
に
伝
が
あ
る
。

一
五
一
〇
～
一
五

○
陸
炳

六
〇
。
字
は
文
明
。
平
湖
（
現
在
の
浙
江
省
平
湖
市
）
の
人
。
嘉

靖
八
年
（
一
五
二
九
）
の
武
進
士
。
母
親
は
嘉
靖
帝
の
乳
母
。
十

八
年
に
火
災
か
ら
帝
を
救
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
信
を
得
、
権
勢
を

振
る
う

『
明
史
』
巻
三
〇
七
「
佞
倖
」
に
伝
が
あ
る
。

。

［
訳
］

私
が

「
こ
の
よ
う
な
本
は
そ
の
う
ち
必
ず
誰
か
が
刊
行
す
る
こ

、

と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
一
旦
出
版
さ
れ
る
と
家
々
に
行
き
渡
り
、

人
の
心
を
だ
め
に
し
て
し
ま
う
。
ゆ
く
ゆ
く
閻
魔
様
に
誰
が
最
初

に
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
と
問
い
詰
め
ら
れ
た
日
に
は
、
な
ん

と
答
え
れ
ば
よ
い
も
の
か
。
わ
ず
か
な
利
益
と
引
き
替
え
に
地
獄

に
落
ち
る
な
ん
て
ご
め
ん
だ

」
と
言
う
と
、
仲
良
は
大
い
に
納
得

。

し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
し
っ
か
り
と
筐
底
に
秘
め
た
。
し

か
し
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
呉
で
出
版
さ
れ
た
。
原
本
は
も

と
も
と
五
十
三
回
か
ら
五
十
七
回
ま
で
を
欠
い
て
い
て
、
遍
く
求

め
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
見
識
の
浅
い
学
者
に
よ
っ
て

補
わ
れ
て
い
た
が
、
浅
薄
卑
俗
で
あ
る
の
は
い
わ
ず
も
が
な
、
時

に
呉
語
も
混
ざ
り
、
前
後
の
脈
絡
も
全
く
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
一

見
し
て
贋
作
だ
と
わ
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
は
嘉
靖
年
間
の
著
名
な
文
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、
時

事
を
批
判
し
、
た
と
え
ば
蔡
京
父
子
は
分
宜
（
厳
嵩
）
を
指
し
、

林
霊
素
は
陶
仲
文
を
指
し
、
朱
勔
は
陸
炳
を
指
す
と
い
っ
た
よ
う

に
、
そ
の
他
も
そ
れ
ぞ
れ
仮
託
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。

⑥
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲
編

（
三
）

』

中
郎
又
云
、
尚
有
名
『
玉
嬌
李
』
者
、
亦
出
此
名
士
手
、
与
前

書
各
設
報
応
因
果
。
武
大
後
世
化
為
淫
夫
、
上
烝
下
報
、
潘
金
蓮
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亦
作
河
間
婦
、
終
以
極
刑
、
西
門
慶
則
騃
憨
男
子
、
坐
視
妻
妾
外

、

。

、

。

、

遇

以
見
輪
迴
不
爽

中
郎
亦
耳
剽

未
之
見
也

去
年
抵
輦
下

従
邱
工
部
六
区

得
寓
目
焉
。
僅
首
巻
耳
、
而
穢
黷
百
端
、
背

志
充

倫
滅
理
、
幾
不
忍
読
。
其
帝
則
称
完
顔
大
定
、
而
貴
渓
分
宜
相
構

。

、

、

、

亦
暗
寓
焉

至
嘉
靖
辛
丑
庶
常
諸
公

則
直
書
姓
名

尤
可
駭
怪

因
棄
置
不
復
再
展
、
然
筆
鋒
恣
橫
酣
暢
、
似
尤
勝
『
金
瓶
梅

。
』

（
清
道
光
丁
亥
扶
茘
山
房
刻
本
『
万
暦

邱
旋
出
守
去
、
此
書
不
知
落
何
所
。

野
獲
編
』
巻
四
）

［
語
注
］

○
玉
嬌
李

○
邱
工
部

佚
。
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
書
。

邱
志
充
。
一
五
八
五
～
一
六
二
八
。
名
は
美
甫
、
字

六
区
志
充

は
介
子
、
号
は
六
区
。
諸
城
（
現
在
の
山
東
省
濰
坊
市
）
の
人
。

万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の
進
士

「
邱
旋
出
守
去
（
邱
志
充

。

が
離
京
し
て
地
方
の
任
に
就
く

」
は
、
万
暦
四
十
七
年
（
一
六
一

）

九
）
三
月
に
河
南
の
汝
寧
府
に
赴
任
し
た
こ
と
（

明
神
宗
顕
皇
帝

『

実
録
』
巻
五
八
〇
の
記
事
）
を
指
す
か
。

金
の
五

○
完
顔
大
定

代
皇
帝
、
世
宗
、
完
顔
雍
。
一
一
二
三
～
一
一
八
九
（
在
位
一
一

六
一
～
一
一
八
九

。
年
号
は
大
定
。
金
の
最
盛
期
を
築
き
、
そ
の

）

治
世
は
後
世
「
大
定
の
治
」
と
評
価
さ
れ
る
。

夏
言
。

○
貴
渓

一
四
八
二
～
一
五
四
八
。
字
は
公
謹
、
号
は
桂
洲
。
貴
渓

(

現
在

の
江
西
省
貴
渓
市)

の
人
。
正
徳
十
二
年
（
一
五
一
七
）
の
進
士
。

政
治
的
な
権
力
を
め
ぐ
っ
て
、
分
宜
（
上
述
の
厳
嵩
）
と
熾
烈
な

闘
争
を
繰
り
広
げ
る

『
明
史
』
巻
一
九
六
に
伝
が
あ
る
。

。

［
訳
］

中
郎
が
ま
た
こ
う
言
っ
た

「
ほ
か
に
『
玉
嬌
李
』
と
い
う
も
の

。

、

、

（
『

』
）

が
あ
っ
て

こ
れ
も
こ
の
文
人
の
手
に
な
り

前
書

金
瓶
梅

に
対
応
し
て
因
果
応
報
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
武
大
は
後
に
淫
夫

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
目
上
の
婦
人
と
通
じ
た
り
目
下
の
女
性
を
犯

し
た
り
す
る
。
潘
金
蓮
は
ま
た
し
て
も
淫
婦
と
な
り
、
極
刑
を
受

け
る
こ
と
と
な
る
。
西
門
慶
は
白
痴
と
な
り
、
妻
妾
が
他
の
男
た

ち
と
不
倫
す
る
の
を
座
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
輪
廻
に
寸
分
の
狂

い
も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ

」
と
。
し
か
し
中
郎
も

。

聞
い
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
物
を
見
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
昨

年
、
都
に
至
っ
た
際
、
工
部
の
邱
六
区
（
志
充
）
の
と
こ
ろ
で
目

。

、

、

に
す
る
機
会
を
得
た

首
巻
の
み
で
あ
っ
た
が

非
常
に
猥
褻
で

倫
理
に
背
い
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
読
む
に
耐
え
な
か
っ
た
。
帝
は

完
顔
大
定
と
称
し
、
貴
渓
（
夏
言
）
と
分
宜
（
厳
嵩
）
の
政
治
闘

争
が
暗
に
描
か
れ
て
い
た
。
嘉
靖
辛
丑
（
二
十
年
、
一
五
四
一
）

の
庶
常
（
翰
林
院
の
進
士
）
た
ち
に
至
っ
て
は
、
実
名
が
記
さ
れ

て
お
り
、
と
り
わ
け
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
打
ち
捨
て

た
ま
ま
で
再
び
頁
を
開
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
筆
鋒
は

の
び
の
び
と
豊
か
で

『
金
瓶
梅
』
よ
り
も
優
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

、

っ
た
。
邱
旋
が
地
方
の
長
官
と
し
て
都
を
離
れ
た
の
で
、
こ
の
書

も
ど
こ
へ
い
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

〈

〉

、

（

）

付
記

本
稿
は

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

Ｃ

「

粗
悪
本
」
を
中
心
と
し
た
中
国
通
俗
小
説
の
出
版
お
よ
び
受
容
に
関
す

「
る
研
究

（
研
究
課
題
番
号
：1

6
K
0
2
5
8
9

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

」

る
。


